





























































































 「看」の字音が唐代に平声が主であったものが、後世に仄声が主となって平仄式 近 詩のそれに等しくなる を嫌ったことに因るのであろうし、第三句に「明月」を用いるのは、 「看る」という動詞が無くなることによる第四句から第句への回帰循環構造を補 働きを目的としたのであろう。
　
さて、李攀龍撰『唐詩選』が偽書であるかどうかという問題はこ


































































ていない「静夜思」の新たな異文が存在していることがわかった。清朝文人の呉景旭が編纂した『歴代詩話』 （影印文淵閣四庫全書本）巻六十七「壬後集上之下・元詩」 、宋末元初の文人范徳機（一二七二〔南宋咸淳八年〕〜一三三〇〔元天暦三年〕 ）
「木天禁語・五言古
篇法」という記事が収録されている。こ 記事に、次のような一段の記述が窺える。























































































































































































ていたのは、本詩が李白歌詩の名作であるが故に伝唱の過程で無意識的に生まれた可能性も考えられる。しかしな ら、詩型 違うⅡ類古詩バージョンの存在が確認 きたことによって、本詩の文字異同は、伝唱によってもたらされた錯乱ではなく、作者本人、つまり李白が意識的に異なるバージョンを制作したという可能性も浮上してくる。　
近年、陳尚君氏が李白詩を整理・研究する際に、現存する李白詩








































する前の、多くの五言四句詩は、長篇古詩の四句一節（とくに結びの一節が多いようである）を抜き出したもの、つまり、 「截句」 （なお、近体律詩はこれを「絶句」と読み換え ）という形を取ったものである。それゆえ、これら 短詩は、文字の少なさ故に読者にもたらす想像・吟味の空間が拡張される一面もあるが、もし元の作品
から全く離れてしまうと、本来の詩意を理解し難くなるという不利な側面もある。　
もちろん、 「静夜思」は、前引した無名氏詩のように五言古詩か













牀前【展轉不能寐、披衣起彷徨】看月光【仰看明月光】 、疑是地上霜【彷徨忽已久、白露霑我裳】 。擧頭望山月【俯視清水波、仰看明月光】 、低頭思故郷【鬱鬱多悲思、緜緜思故郷】 【呉會非我郷、安得久留滯】 。








「牀前看月光」と「牀前明月光」という二種類のバージョンが存在しているのは、恐らくその原型作品である「仰看明月光」の一句を踏まえ 生じたものであると考えられる。さらに、斉梁格と古詩（非斉梁格）との二つのバージョンの存在からは、これらの異同が伝唱過程で生まれた無意識的なものではないことも考えうる。第三句の「擧頭望山月」と「擧頭望明月」 文字異同を含め、本詩に五つのバージョンが存在していたことは、想像を逞しくすれば 詩人李白本人が、宴の場面や情景に応じて、微調整した本文を場に応じて提供したことによって世に広まったものであると、考え ことも許されるのではないだろう。なぜならば、こ 詩を伝唱する人々は、たとえ一定 音律知識があったとしても、それらの文字異同の背後に この歌の原型作品 存在しているこ を知る由が いからである。何れにし も、現存する各バージョンの「静夜思」本文に見られる文字異同は、その原典であ 魏文帝「雑詩」が存在し いたからこそ生じたものであると考えられる。　
さらに重要なのは、李白の「静夜思」を、原型作品である魏文帝









⑶森瀬寿三「李白 静夜思』本文の異同」 （ 『関西大学文学論集』第
三十九号初出、 一九九〇年 月 のち同氏『唐詩新考攷』に収録、関西大学出版部、一九 八年）を参照。
⑷前揭注⑶森瀬論文を参照。⑸森瀬寿三「李白『静夜思』その後」 （ 『関西大学中国文学会紀要』








































A Study of the History of Textual Changes of Li Bai 李白’s 
Quiet Night Thought 静夜思 :
its Connection with Wei Wendi 魏文帝’s A Couple of Zashis 
雜詩二首 Collected in Wen Xuan 文選 
Chen CHONG
This article is one of the author’s investigations into the acceptance of Wen Xuan language on Tang 
poetry, including works by Du Fu 杜甫, Li Bai, Bai Juyi 白居易 and Yuan Zhen 元稹, and of the 
influence of Li Shan 李善’s Annotations.  
In his previous article, “Fears of Spring: An Investigation into Du Fu’s acceptance of Li Shan’s 
Annotations of Wen Xuan”, the author analyzed Du Fu’s Jue Ju 絶 句(Enjoying Flowers Walking 
Alone on a River Bank 江畔独歩尋花) and points out that Du Fu’s poems were greatly influenced 
by language used in Wen Xuan and Li Shan’s Annotations.
In this article, the author mainly focuses on textual changes in Li Bai’s Quiet Night Thought. He 
casts doubt on the widely-accepted belief that some scholars in the Ming Dynasty tampered with 
the poem and calls for an immediate review of the theory. By studying the rhyme scheme of its 
potential prototypical verses, the author also finds that the poem is actually a five-character four-
line short verse created on the basis of Wei Wendi’s A Couple of Zashis collected in Wen Xuan, 
from which many latter-day versions are derived.  
